
(57)【要約】

【課題】　分析対象物の効率的な濃縮が可能であり且つ

、分析作業が簡便となる遠心管を提供すること。

【解決手段】　本発明は、遠心分離機のホルダに取付け

られる遠心管１であって、サンプルを収容するサンプル

収容部４を備えた本体２と、遠心分離された比重の大き

な成分を収容するようにサンプル収容部の下端部と流体

連通する細長い内部空間１４を有し測定機器の測定部に

配置可能な形状を備え透明材料で形成されたセル１２と

、セルを本体の底部に取り外し可能に固定するセル保持

部１６とを備えている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遠 心 分 離 機 の ホ ル ダ に 取 付 け ら れ る 遠 心 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル を 収 容 す る サ ン プ ル 収 容 部 を 備 え た 本 体 と 、
　 遠 心 分 離 さ れ た 比 重 の 大 き な 成 分 を 収 容 す る よ う に 前 記 サ ン プ ル 収 容 部 の 下 端 部 と 流 体
連 通 す る 細 長 い 内 部 空 間 を 有 し 、 測 定 機 器 の 測 定 部 に 配 置 可 能 な 形 状 を 備 え 、 透 明 材 料 で
形 成 さ れ た セ ル と 、
　 前 記 セ ル を 前 記 本 体 の 底 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る セ ル 保 持 部 と 、 を 備 え て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 遠 心 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 遠 心 分 離 機 の ホ ル ダ に 取 付 け ら れ る 遠 心 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル を 収 容 す る サ ン プ ル 収 容 部 を 備 え た 本 体 と 、
　 遠 心 分 離 さ れ た 比 重 の 大 き な 成 分 を 収 容 す る よ う に 前 記 サ ン プ ル 収 容 部 の 下 端 部 と 流 体
連 通 す る 細 長 い 内 部 空 間 を 備 え た セ ル と を 備 え 、
　 前 記 セ ル が 前 記 本 体 か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 遠 心 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ ン プ ル 収 容 部 が 底 部 に 向 か っ て 先 細 り し て い る 、
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 遠 心 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 セ ル 保 持 部 が 、 前 記 本 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ ル 保 持 部 が 、 ね じ 込 み に よ り 前 記 本 体 に 固 定 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 遠 心 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 遠 心 管 に 関 し 、 詳 細 に は 、 遠 心 分 離 す る サ ン プ ル を 収 容 し て 遠 心 分 離 機 の ホ ル
ダ に 取 付 け ら れ る 遠 心 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 研 究 、 検 査 等 の 目 的 で 、 分 析 対 象 を 含 む サ ン プ ル 液 体 か ら 比 重 が 大 き な 分 析 対 象 物 を 遠
心 分 離 機 で 分 離 す る 作 業 が し ば し ば 行 わ れ る 。 こ の よ う な 作 業 で は 、 分 析 対 象 物 を 含 む サ
ン プ ル 液 体 を 収 容 し た 試 験 管 状 の 容 器 （ 遠 心 管 ） を 遠 心 分 離 器 の ホ ル ダ 部 に 装 着 し 、 遠 心
分 離 器 を 作 動 さ せ 、 サ ン プ ル を 比 重 に 応 じ て 複 数 の 部 分 に 遠 心 分 離 す る 。 次 い で 、 遠 心 管
を 遠 心 分 離 か ら 外 し 、 遠 心 管 を 傾 け て 上 澄 み 液 を 廃 棄 す る 等 し た 後 、 遠 心 管 の 底 部 に 沈 殿
し て い る 比 重 が 大 き い 分 析 対 象 物 を ピ ペ ッ ト な ど で 取 出 し 、 分 析 対 象 物 を 分 光 高 度 計 等 の
測 定 機 器 の セ ル に 移 し 替 え て い る 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 技 術 の 現 状 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 試 験 管 状 の 遠 心 管 で は 、 遠 心 分 離 機 に よ っ て 比 重 の 大 き な 成 分 を 効 率 的
に 底 部 に 沈 殿 さ せ る こ と が 出 来 ず 、 分 析 対 象 物 を 十 分 に 濃 縮 す る こ と が で き な い と い う 問
題 が あ っ た 。
　 ま た 、 試 験 管 状 の 遠 心 管 で は 、 沈 殿 し た 分 析 対 象 物 を 分 析 機 器 の セ ル へ 移 し 替 え る 操 作
が 必 要 で あ り 、 こ の 操 作 が 特 に 大 量 の サ ン プ ル を 分 析 等 す る 際 に 煩 雑 で あ る と い う 問 題 も
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 分 析 対 象 物 の 効 率 的 な 濃 縮 が 可
能 で あ り 且 つ 、 分 析 作 業 が 簡 便 と な る 遠 心 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 機 の ホ ル ダ に 取 付 け ら れ る 遠 心 管 で あ っ て 、 サ ン プ ル を 収 容
す る サ ン プ ル 収 容 部 を 備 え た 本 体 と 、 遠 心 分 離 さ れ た 比 重 の 大 き な 成 分 を 収 容 す る よ う に
前 記 サ ン プ ル 収 容 部 の 下 端 部 と 流 体 連 通 す る 細 長 い 内 部 空 間 を 有 し 、 測 定 機 器 の 測 定 部 に
配 置 可 能 な 形 状 を 備 え 、 透 明 材 料 で 形 成 さ れ た セ ル と 、 前 記 セ ル を 前 記 本 体 の 底 部 に 取 り
外 し 可 能 に 固 定 す る セ ル 保 持 部 と 、 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 遠 心 管 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 に よ っ て 、 比 重 が 重 い 成 分 が セ ル の 細 長 い 空 間 内 に
沈 殿 さ せ ら れ る の で 、 高 濃 度 の 濃 縮 が 可 能 と な る 。 セ ル を 本 体 か ら 外 し 、 対 象 物 の 分 析 等
を 行 う 分 光 光 度 計 、 比 色 計 等 の 測 定 機 器 の 測 定 部 に セ ッ ト す る と い う 極 め 簡 単 な 操 作 だ け
で 、 分 析 等 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 機 の ホ ル ダ に 取 付 け ら れ る 遠 心 管 で あ っ て 、 サ ン
プ ル を 収 容 す る サ ン プ ル 収 容 部 を 備 え た 本 体 と 、 遠 心 分 離 さ れ た 比 重 の 大 き な 成 分 を 収 容
す る よ う に 前 記 サ ン プ ル 収 容 部 の 下 端 部 と 流 体 連 通 す る 細 長 い 内 部 空 間 を 備 え た セ ル と を
備 え 、 前 記 セ ル が 前 記 本 体 か ら 取 外 し 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 遠 心 管 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 前 記 サ ン プ ル 収 容 部 が 底 部 に 向 か っ て 先 細 し て い
る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 の 際 、 サ ン プ ル 内 の 比 重 の 大 き な 成 分 が 確 実 に セ
ル の 細 長 い 内 部 空 間 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 前 記 セ ル 保 持 部 が 、 前 記 本 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 前 記 セ ル 保 持 部 が 、 ね じ 込 み に よ り 前 記 本 体 に 固
定 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 析 対 象 物 の 効 率 的 な 濃 縮 が 可 能 で あ り 且 つ 、 分 析 作 業 が 簡 便 と な る
遠 心 管 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 構 成 を 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 遠 心 管 １ の 組 立 状 態 の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 分 解 状 態
で の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 遠 心 管 １ は 、 遠 心 分 離 機 に よ る 分 離 操 作 の 際 に 使 用 さ れ る 容 器 で あ り 、 分 離 さ れ る サ ン
プ ル 液 体 を 収 容 し た 状 態 で 遠 心 分 離 機 に 取 付 け ら れ 、 遠 心 分 離 機 の 作 動 に よ り 内 部 の サ ン
プ ル 液 体 ま た は こ れ に 含 ま れ る 微 粒 子 等 の 固 体 成 分 が 比 重 に 応 じ て 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 遠 心 管 １ は 本 体 ２ を 備 え て い る 。 本 体 ２ は 、 プ ラ ス チ ッ ク
等 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ た 逆 釣 り 鐘 状 の 形 状 を 有 し 、 両 端 が 開 口 し た 中 空 部 材 で あ り 、 サ
ン プ ル 液 体 Ｌ を 収 容 す る サ ン プ ル 収 容 部 ４ が 内 部 に 形 成 さ れ て い る 。 サ ン プ ル 収 容 部 ４ は
、 下 方 部 分 が 下 方 に 向 か っ て 先 細 り す る 円 柱 状 の 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 体 ２ の 上 端 に は 、 外 方 に 向 か っ て 延 び る 一 対 の 突 起 部 ６ 、 ６ が 対 向 し て 設 け ら れ て い
る 。 本 体 ２ の 下 端 は 、 下 方 に 向 か っ て 開 口 す る 横 断 面 円 形 の 受 け 部 ８ が 設 け ら れ 。 受 け 部
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８ の 外 周 面 に は 雌 ね じ 部 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 遠 心 管 １ は 、 セ ル １ ２ を 備 え て い る 。 セ ル １ ２ は 、 サ ン プ ル 液 体 Ｌ か ら 遠 心 分 離
さ れ た 比 重 の 大 き な 成 分 を 収 容 す る 部 材 で あ り 、 無 色 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 等 で 作 ら れ て い
る 。 セ ル １ ２ は 、 図 ３ の 斜 視 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 上 方 が 開 口 し 下 端 は 閉 じ ら れ た 細
長 い 直 方 体 状 の 内 部 空 間 １ ４ が 中 央 に 形 成 さ れ た 細 長 い 角 柱 状 形 状 を 有 し て い る 。 セ ル １
２ の 外 形 は 、 分 光 高 度 計 、 比 色 計 等 の 測 定 機 器 の 測 定 部 に セ ッ ト し て そ の ま ま 測 定 機 器 に
よ っ て セ ル 内 の 物 質 の 測 定 を 行 う こ と が で き る 形 状 と さ れ て い る 。 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、
セ ル １ ２ は 、 １ 辺 が ５ ｍ ｍ の 正 方 形 の 横 断 面 を 有 す る 長 さ 約 ４ ０ ｍ ｍ の 直 方 体 で あ っ て 、
内 部 空 間 １ ４ は 約 ３ ０ ０ μ ｍ の 容 量 を 有 し て い る 。
　 セ ル １ ２ は 、 セ ル 保 持 部 材 １ ６ に よ っ て 、 上 端 が 、 サ ン プ ル 収 容 部 ４ の 下 端 と 整 列 す る
よ う に 、 本 体 ２ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 セ ル 保 持 部 材 １ ６ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 第 １ 保 持 部 材 １ ８ と 第 ２ 保 持 部 材 ２ ０ か ら 構 成
さ れ て い る 。 第 １ 保 持 部 材 １ ８ は 、 両 端 が 小 径 部 ２ ２ 、 ２ ４ と さ れ た 円 柱 状 の 形 状 を 有 し
、 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 ２ ６ が 中 央 に 形 成 さ れ て い る 。 上 方 の 小 径 部 ２ ２ は 、 本 体 ２
の 受 け 部 ８ に 対 応 す る 寸 法 形 状 と さ れ 、 受 け 部 ８ の 雌 ね じ 部 １ ０ に ね じ 込 み 可 能 な 雄 ね じ
部 ２ ８ を 外 周 に 備 え て い る 。 ま た 、 貫 通 孔 ２ ６ は 、 セ ル １ ２ の 横 断 面 と 略 同 一 の 横 断 面 形
状 を 有 し 、 内 壁 と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ な い 状 態 で セ ル １ ２ を 収 容 可 能 に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 保 持 部 材 ２ ０ は 円 柱 形 状 を 有 し 、 頂 面 に は 第 １ 保 持 部 材 １ ８ の 下 方 の 小 径 部 ２ ４ が
嵌 合 さ れ る 断 面 円 形 の 凹 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 凹 部 ３ ０ の 中 央 に は 、 セ ル １ ２
の 下 端 を 収 容 す る 盲 孔 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 本 体 ２ の サ ン プ ル 収 容 部 ４ の 上 端 に は 、 着 脱 可 能 な 蓋 ３ ４ が 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 貫 通 孔 ２ ６ と 盲 孔 ３ ２ に よ っ て セ ル 保 持 部 材 １ ６ の 中 央 に 形 成 さ
れ た セ ル 収 容 部 に 、 セ ル １ ２ を 内 部 空 間 １ ４ が 上 方 に 向 く よ う に し て 挿 入 し 、 セ ル 保 持 部
材 １ ６ の 上 端 の 雄 ね じ 部 ２ ８ を 本 体 ２ の 下 端 の 雌 ね じ 部 １ ０ に ね じ 込 む こ と に よ り 、 遠 心
管 １ の 組 立 が 完 了 し 、 セ ル １ ２ を 本 体 ２ に 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 セ ル １ ２ の
内 部 空 間 １ ４ の 上 端 は 、 本 体 ２ の サ ン プ ル 収 容 部 ４ の 下 端 に 接 続 さ れ 、 内 部 空 間 １ ４ と サ
ン プ ル 収 容 部 ４ と は 流 体 連 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 遠 心 管 １ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 組 み 立 て ら れ た 遠 心 管 １ の サ ン プ ル 収 容 部 ４ に
所 定 量 の サ ン プ ル 液 体 Ｌ を 入 れ 、 サ ン プ ル 収 容 部 ４ を 蓋 ３ ４ で 閉 鎖 す る （ 図 １ ） 。 次 い で
、 遠 心 管 １ を 遠 心 分 離 機 の 遠 心 ホ ル ダ ３ ６ に 取 付 け （ 図 ４ ） 、 遠 心 分 離 機 を 所 定 時 間 、 作
動 さ せ て サ ン プ ル 液 体 Ｌ の 遠 心 分 離 を 行 う 。 こ の と き 遠 心 管 １ の 下 端 即 ち 第 ２ 保 持 部 材 ２
０ は 、 遠 心 ホ ル ダ ３ ６ に 当 接 し て い る の で 、 遠 心 分 離 操 作 中 、 第 ２ 保 持 部 材 ２ ０ が 第 １ 保
持 部 材 １ ８ か ら 外 れ る こ と は な い 。 こ の 遠 心 分 離 に よ り 、 サ ン プ ル 液 体 Ｌ に 含 ま れ る 比 重
の 大 き な 成 分 （ 検 査 対 象 物 ） が 、 セ ル １ ２ の 内 部 空 間 １ ４ 内 に 沈 殿 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 遠 心 分 離 完 了 後 、 遠 心 管 １ を 遠 心 ホ ル ダ ３ ６ か ら 取 り 外 し 、 第 １ 保 持 部 材 １ ８ を 回 転 さ
せ る こ と に よ り 、 セ ル 保 持 部 材 １ ６ を 検 査 対 象 物 が 収 容 さ れ た セ ル １ ２ ご と 、 本 体 ２ か ら
取 り 外 す 。 こ の 操 作 に 先 だ っ て 、 本 体 ２ 内 の サ ン プ ル 収 容 部 ４ に 残 っ て い る 上 澄 み 液 を 廃
棄 す る 操 作 を 行 っ て も 良 い 。 次 い で 、 第 ２ 保 持 部 材 ２ ０ を セ ル １ ２ ご と 第 １ 保 持 部 材 １ ８
か ら 外 し （ 図 ６ ） 、 最 後 に 、 セ ル １ ２ を 第 ２ 保 持 部 材 ２ ０ か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 セ ル １ ２ は 、 分 光 高 度 計 等 の 測 定 機 器 の 測 定 部 に 配 置 可 能 な 形 状 と さ
れ て い る の で 、 検 査 対 象 物 が 沈 殿 し た セ ル １ ２ を そ の ま ま 測 定 機 器 の 所 定 位 置 に 配 置 し て
、 検 査 対 象 物 の 分 析 （ ま た は 検 査 、 測 定 ） を 開 始 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 沿 っ て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 ３ ８ の 構 成 を 説 明 す る 。
図 ７ は 第 ２ 実 施 形 態 に 遠 心 管 ３ ８ の 正 面 図 で あ り 、 図 ８ は 側 面 図 、 図 ９ は 底 面 図 で あ る 。
こ の 遠 心 管 ３ ８ は 、 本 体 ４ ０ と セ ル ４ ２ が Ｐ Ｅ Ｔ 等 の 合 成 樹 脂 製 の フ ィ ル ム に よ っ て 一 体
成 形 さ れ 、 セ ル ４ ２ の 上 部 に 切 り 離 し 箇 所 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 点 が 、 上 記 第 １ 実 施 形 態
の 遠 心 管 １ と 異 な っ て い る が 、 基 本 的 な 構 成 は 遠 心 管 １ と 同 一 で あ り 、 ま た 、 第 １ 実 施 形
態 の 遠 心 管 １ と 同 様 に 遠 心 ホ ル ダ に 取 付 け ら れ て 使 用 さ れ る 。
　 切 り 離 し 箇 所 ４ ４ に は セ ル ４ ２ の 全 周 に 亘 っ て 延 び る Ｖ 字 状 の 切 り 込 み が フ ィ ル ム に 形
成 さ れ て お り 、 こ の 切 り 込 み に 沿 っ て セ ル ４ ２ を 本 体 ４ ０ か ら 容 易 に 切 り 離 せ る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 遠 心 管 ３ ８ も 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 遠 心 管 １ と 同 様 に 、 本 体 ４ ０ 内 に サ ン プ ル 液 を 収 容 し
て 遠 心 分 離 を 行 い 、 比 重 の 大 き な 成 分 を セ ル ４ ２ 内 に 沈 殿 さ せ た 後 、 セ ル ４ ２ を 本 体 ４ ０
か ら 切 り 離 し 、 セ ル ４ ２ を 測 定 機 器 の 測 定 部 に セ ッ ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ０ 乃 至 図 １ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 セ ル ４ ６ を 測 定 機 器 の 測 定 部 の 形 状 に
合 わ せ 、 薄 板 状 の 形 状 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ３ 乃 至 図 １ ５ に 沿 っ て 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 遠 心 管 ４ ８ の 構 成 を 説 明 す
る 。 図 １ ３ は 第 ３ 実 施 形 態 に 遠 心 管 ４ ８ の 正 面 図 で あ り 、 図 １ ４ は 側 面 図 、 図 １ ５ は 底 面
図 で あ る 。 こ の 遠 心 管 ４ ８ は 、 セ ル ５ ０ を 本 体 ５ ２ の 下 部 に 差 し 込 ん だ 構 成 と し て い る 点
が 、 上 記 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 ３ ８ と 異 な っ て い る が 、 基 本 的 な 構 成 は 遠 心 管 ３ ８ と 同 一
で あ り 、 同 様 に 遠 心 ホ ル ダ に 取 付 け ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 完 了 後 に
、 セ ル ５ ０ を 本 体 ５ ２ か ら 引 き 抜 く と い う 簡 単 な 操 作 で 、 セ ル ５ ０ を 本 体 ５ ２ か ら 取 り 外
し 、 測 定 機 器 に セ ッ ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項
の 範 囲 内 で 種 々 の 変 更 ・ 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 組 立 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 遠 心 管 の 分 解 状 態 で の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 遠 心 管 の セ ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 遠 心 管 の 使 用 状 態 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 遠 心 管 の 使 用 状 態 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 遠 心 管 の 使 用 状 態 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 変 型 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 変 型 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 変 型 例 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 遠 心 管 の 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ： 遠 心 管
２ ： 本 体
４ ： サ ン プ ル 収 容 部
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１ ２ ： セ ル
１ ４ ： 内 部 空 間
１ ６ ： セ ル 保 持 部 材
１ ８ ： 第 １ 保 持 部 材
２ ０ ： 第 ２ 保 持 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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